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『 宮東だから可能性が開く 』                            

校長 鈴木 香 

 

保護者の皆様には、日頃から富士宮東高校の教育活動に多大な御理解と御協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

今年４月に沼津城北高校から着任いたしました校長の鈴木と申します。私は、平成 30年からの２年間、本校で教

頭を務めておりましたので、４年ぶりの宮東は、校舎はプレハブになっていましたが、とても懐かしく、再び勤務で

きることを大変うれしく思っております。 

現在は、プレハブの校舎を全日制と定時制の生徒が共用している状況ですが、皆が気持ちよく学校生活を送れるよ

う、生徒それぞれが大切に使ってくれているおかげで、校舎はいつもきれいな状態を保っています。これが宮東の校

風と言いますか、宮東生の良さだと毎日実感しています。建設中の新校舎は、来年の３月には完成して、使用開始は

令和７年４月からの予定です。もうしばらくは御不便をお掛けしますが、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

１学期を振り返ってみると、生徒たちは様々な活躍を見せてくれました。 

桜丘祭はコロナの制限がなくなり、久しぶりに学校を会場として多くの方々に御来場いただくことができました。

「Be yourself」をテーマに、生徒たちは、創造力や柔軟性を発揮して、より良いものを作ろうと頑張り、皆で作り上

げたステージ発表や展示、模擬店を十分に楽しんでいる様子でした。 

部活動も頑張っています。美術部では、ひたむきに創作に励んできた努力が実り、全国高等学校総合文化祭への出

品を果たした生徒がいます。運動部では、ソフトテニス部、卓球部、弓道部、男女バスケットボール部、ハンドボー

ル部が県大会、ハンドボール部は東海大会への出場権を得ました。野球部も夏の選手権で３回戦へ進みました。文化

部・運動部を問わず、熱心に部活動に取り組む生徒が本校の活力になっています。 

また、本校は、昨年からの 2年間、静岡県のグローバルハイスクールの指定を受け、国際的な視野を持つ人材を育

成するためのグローバルプログラムを実践しています。週に一度のオンライン英会話の授業では、英語の実践力を高

めています。放課後には、International Cooking Day と名付けた世界の料理体験や部活動での国際交流なども行っ

ています。今年も 12月下旬に富士宮市と友好都市である台湾の台南市への高校訪問を計画しています。校内の活動

だけでなく、文部科学省や静岡県教育委員会が主催する国際交流事業への参加も奨励しています。積極的に応募して、

８月にシンガポールやモンゴルの研修に参加する生徒もいました。 

本校では広報用のポスターを作成しています。今年度のポスターには「宮東だから可能性が開く」という文字が入

っています。授業や部活動、学校行事等、宮東ならではの体験を通して、生徒一人ひとりの可能性を伸ばし、生徒の

人間的成長と夢の実現ができるよう、教職員が一丸となって取り組んでまいります。宮東生の可能性を広げる様々な

活動について、保護者の皆様からもお子様の挑戦に背中を押していただければと思います。 

最後になりますが、ＰＴＡ活動は「保護者と教員が力を合わせて、子どもたちの健やかな成長を図る」ことを目的

としています。お子様の健やかな成長を願う気持ちは、教職員も保護者の皆様と同様です。充実した教育を行うため

には、学校と御家庭の連携が重要です。今後も御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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『 挨 拶 』 

 

PTA 会長 深澤和倫 

 

 

皆様には日頃よりＰＴＡ活動に多大なるご理解とご協力をいただき誠にありごとうございます。 

私は今年度の PTA 会長を仰せつかりました深澤和倫と申します。 

昨年度は 1 年部にて副会長を務めさせていただき、夜間巡視や交通安全指導に取り組ませていただきました。

今年度、微力ではございますが、子供たちの大切な高校生活の為、精一杯尽力してまいります。どうぞよろし

くお願い致します。 

新入生の保護者の皆様におかれましては、先般の PTA 役員選出にご協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。右も左もわからない中、前向きにご協力いただけた事、感謝いたします。 

PTA 活動の目的は「家庭と学校が担うそれぞれの役割を果たしつつ、子ども達によりよい成長の環境を作り、

健全な育成をする事にある」と私は思っておりますが、今は教職員の働き方改革、保護者に対する PTA 活動の

負担軽減も叫ばれており、PTA 活動の存在意義、価値観も変わりつつある過渡期の中にいます。これからはこ

のような改善にも私達は努めながら前に進んでいかねばなりません。 

PTA 活動自体は皆さんの善意で成り立っており、活動自体は決して皆様に強制はできませんが「子どもたち

により安全で実りある機会を作っていきたい」という気持ちは、私たち親にとっての共通の願いなのではない

でしょうか。 

その為にはやはり PTA 活動が重要になってくると思っております。そのための努力を我々はしていく所存で

すが、PTA 活動は役員のみでの活動は難しく、保護者の皆様と先生方のご協力がなければ円滑に行えません。 

ですから PTA 活動には PTA に係る関係者が楽しみながら、良好な関係を作っていく事がまずは必要です。小

さな事ではありますが、そのような保護者の前向きな姿が子供たちの将来に希望を持たせて、次代を担う人材

育成への一助になるものと思っております。 

青年期の後期である高校生の子供達は、これから大人になっていく過程で最も大切な時期を迎えていると思

います。私達保護者が PTA に参加するという事で、私達と学校との距離感が縮まり、子供たちが学校でどのよ

うな環境や空気の中で過ごしているのかを身近で感じる事ができ、知る事ができます。子供たちの為にも会員

の皆様には、PTA 活動のご理解と積極的なご参加、ご協力をお願いいたします。 

最後に、私達 PTA 役員一同、先生方と連携を密にとり、会員の皆様と子供たちが気持ちよく充実感に満ち溢

れる場を作り上げるよう、精一杯尽力していきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教職員・PTA役員紹介 

左から 

 

教 頭 小出 敏正 

校 長 鈴木  香 

副校長 中田 真希 

事務長 加賀 佐企子 
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２年部 教職員 
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２年部 地区役員 
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３年部 地区役員 
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入学式 

 

４月８日(月) 入学式が行われました。 

晴天に恵まれ、新入生と保護者の方が桜並木のなかを通り式に

出席しました。式が終わると新入生は各クラスへ分かれ、新しい

仲間たちに戸惑いながら担任の先生の話を聞いていました。 

 保護者の方々はその間廊下から教室内を見守り、先生の話が終

わるのを待っています。 

 帰りは「桜丘」の名のごとく、たくさんある桜の下で新しい制

服姿の新入生が家族写真を撮っていたことが微笑ましく見えまし                     

た。 

 

 

ＰＴＡ総会 

 

５月 11 日(土) ＰＴＡ総会が開催されました。 

 総会はＰＴＡ会長挨拶に始まり、後援会理事長、校長挨拶に続

き事業報告・事業計画、収支決算・予算の各承認を経て、新ＰＴ

Ａ役員紹介と引き継ぎが行われました。 

 保護者の皆様には、日中のお忙しい時間帯にもかかわらず、多

くの方にご出席頂き誠にありがとうございました。 

 

 

桜丘祭（文化の部） 

 

５月 31 日(金)・６月１日(土) 桜丘祭文化の部が行われました。 

 本来ならば体育の部も含め桜丘祭なのですが、只今新校舎建設中のために場所を代えて「宮東スポーツフェ

スティバル」として秋に開催されます。 

 先にも述べましたが、新校舎建設中につきプレハブ校舎やそれに伴う通路などで使用できる場所が限られる

中、生徒たちは工夫を凝らして楽しんでいました。 

 これは筝曲部の演奏風景です。後ろに工事中の校舎が

見えていますが、工事現場の仮囲いをバックに舞台を創

作し、校舎の中庭で演奏しています。 

 

 

 

 

 

行事紹介 



    

教室では、スライド上映や試合のライブ配信をしたり、様々な催しが目

白押しでした。 

 特に人気があったのは生徒たちの模擬店です。コロナ禍では制限されて

いた模擬店がようやく解除され、今年は久々の模擬店に生徒たちは集まり、 

 

楽しんで食べていました。 

模擬店には焼き鳥、焼きそば、落書

きせんべい、フランクフルト、ワッフ

ル、サイダー寒天、プリン、シフォン

ケーキ、アイス、駄菓子など様々なも

のが用意されていましたが、午前中に

はほとんどが売り切れ、大盛況に終わ

りました。 

 

 

 

 

体育館でも、文化部による書道パフォーマンスや演奏、

コント、ゲームなどが披露され、校内発表では生徒たち 

 

が大いに楽しみ、一般公開の部では来場者に練習の成果を思い存分 

発揮して、感動と笑いを届けていました。 

 また体が不自由な方の来場もあり、福祉科の生徒たちがお世話を 

して校内を案内する姿は、他校にはない生徒の良さであると感じま 

した。 

 

 

 


